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303号 

｢なは女性センターにおける新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン｣に沿って、ご利用いただきます。 
 体調のすぐれない方は、ご利用をお控えください。マスク着用、検温、手指消毒のご協力をお願いします。 

 今後の状況により、変更する場合があります。 最新の情報は市ホームページでご確認ください。 

 県の｢緊急事態宣言｣が発令中のため、当面の間、休館いたします。 

法律相談の流れ 

相談員と一緒に内容を整理します。 

弁護士に相談する法律上の問題を 

まとめ、法律相談の準備を進めます。 

 

弁護士に相談します。担当した相談員

も同席しますので、ご安心ください。 

 なは女性センターの相談室｢ダイヤルうない｣で

は、月に１回、弁護士による法律相談を行ってい

ます。まずは、相談室｢ダイヤルうない｣へお電話

ください。 

☆那覇市在住・在勤・在学の女性ならどなたでも 

 利用できます。 

☆１回30分、お一人さま１回のご利用です。 

生きがい、家庭の問題など、女性の抱える様々な相談に応じ、 

自分の意思で人生を選択するために情報提供し、サポートします。 

法律相談のご利用について 

事前相談 

出所：なは女性センター相談室「ダイヤルうない」 

令和2年度暴力に関する相談件数 

＊1件の相談で 

複数内訳あり 

 当センターでは、さまざまな市民向け講座の開催

や、男女共同参画に関する個人及び団体の自主的

な活動を支援し、交流の場を提供しています。 

 また、相談室「ダイヤルうない」では、女性の抱え

る様々な相談に応じ、電話相談・面接相談・法律相

談・性の多様性に関する相談のほか、「ストップ･ＤＶ」

情報提供を行っています。 

★資料室 
県内外の女性情報誌・

紙や絵本コーナーも 

あります。 

★交流室 
情報交換の場として 

ご利用できます。 

★第１学習室 
10人～20人ぐらいの 

会議に利用できます。 

★第2学習室 
なは女性センター講座

の様子。 

 

ＤＶ 

相談 

ＤＶ以外の

暴力相談 
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対象研修：①沖縄県女性海外・国内セミナー「女性の翼」事業 ②その他市長が必要と認める男女共同参画研修事業 

     ＊県内開催の研修は、補助対象外。 

補助対象者：下記のすべての条件を満たしている那覇市民が対象となります。 

      ①那覇市に住民登録のある個人 ②市税を滞納していない者 

      ③研修参加後、那覇市男女共同参画事業へ積極的に参加･協力できる方 

補助金額：経費の２分の１以内（上限５万円）補助回数：原則として同一人に対し年度内１回 

補助対象経費：｢補助対象研修｣への参加費用 ＊ただし、面接及び事前研修等に要する費用、渡航手続き、 

       旅行保険、懇親会費等、その他個人の負担に属する費用は含まれません。 

募集締切：令和4年1月31日(月)まで ＊ただし、助成額が予算に達し次第、終了します。 

 あらゆる分野への男女共同参画の推進に不可欠な人材の育成に資する国内外の男女共同参画研修への参加

促進を目的に、研修参加者に対し研修参加費用の一部を助成します。 

詳しくは、市ホームページ、または、なは女性センターまでお問い合わせください。 

※法律による審議会等には、地方自治法第180条の５に基づく委員会(教育委員会・選挙管理委員会・公平委員会・監査委員・農業 

 委員会・固定資産評価委員会)と、地方自治法第202条の３に基づく附属機関（防災会議・民生委員推薦会・国民健康保険運営協 

 議会・土地区画整理審議会・建築審査会・介護認定審査会・青少年問題協議会）などが含まれます。 

※条例による審議会等とは、那覇市附属機関の設置に関する条例等を指しています。 

年 

(４/１時点) 

法律による審議会等 条例による審議会等 要綱による審議会等 合算による審議会等 

女 男 合計 
女性の
比率 

女 男 合計 
女性の
比率 

女 男 合計 
女性の
比率 

女 男 合計 
女性の
比率 

1996 (H8 ) 8 189 197 4.1% 125 378 503 24.9% 37 157 194 19.1% 170 724 894 19.0% 

2006(H18) 84 179 263 31.9% 126 163 289 43.6% 4 14 18 22.2% 214 356 570 37.5% 

2016(H28) 144 260 404 35.6% 88 184 272 32.4% 55 102 157 35.0% 287 546 833 34.5% 

2020 (R２) 154 390 544 28.3% 80 139 219 36.5% 24 146 170 14.1% 258 675 933 27.7% 

 市では、「男女共同参画社会」の実現をめざし、「第4次那覇市男女共同参画計画」

（なは男女平等推進プラン）を策定しています。 

 性別を問わず、誰もが能力を十分に発揮し、活躍できる社会をつくるためには、企業や

これまで女性の少なかった分野や審議会などへ女性の登用を進めていく必要があります。 

 現在、那覇市における審議会などの女性委員数は、933人中258人で27．7％の割合となって

います。平成8(1996)年、なは女性センターが開館した時は、894人中女性が170人で19.0％

でした ので、25年間で1.4倍と わずかに上昇してい ます。中でも法 律に よる委 員会な

ど の女性の登用率は、1996年に4.1％（男性189人、女性8人）と、1割に も満たな

い状況から、令和2年度は28.3％と3割近く増えています。 

 しかし、平成18（2006）年をピークに下降しているため、企業や政治、審議会など、

女性が政策・方針決定の場へ参画を促すための取組みが継続的に必要です。 



 

★女性問題やジェンダーに関する図書の貸し出し及び 

 資料の閲覧ができます。☆貸出し期間：２週間 お一人２冊まで 

新着本を 

  ご紹介します♪ 

② 『ある奴隷少女に起こった出来事』 

ハリエット･アン･ジェイコブズ 著/堀越ゆき 訳 

新潮文庫/2017年7月発行 

著者自身の生い立ちや奴隷という身分から

解放されるまでの実録です。1800年代の米国

では、奴隷制という不条理な制度の下、家畜の

ように売られて買われる人間がいました。著者

は、奴隷制のおぞましさ、奴隷となった女性に

しか感じとることのできない苦しみや痛みを

生々しく書き記しています。 

 「わたしには誰も知らない希望があった。でも、わたしはそ

れをひとりで戦わなければならないのだ」。どんなに絶望感

や恐怖に襲われても自由を求め続ける彼女の姿勢は、多くの

女性に勇気を与えます。 

① 『99％のためのフェミニズム宣言』 

シンジア･アルッザ、ティティ･バタチャーリャ、 

 ナンシー･フレイザー 著/惠愛由 訳/菊地夏野 解説 

 人文書院/2020年10月発行 

フェミニズムの視点から１％の富裕者層で

はなく、｢９９％｣の私たちに向けて書かれた 

1冊です。興味深いのは、家族のケアや家事労

働などを社会的再生産と定義し、資本主義が

社会的再生産なしに存在しないと指摘すると

ころです。それは、社会的再生産に関わる多

くが女性であり、無償の家事労働に加え、非正規労働者

として低賃金で雇われている現状があるからです。ポス

ト資本主義が模索されている今日、フェミニズムの視点

から環境や経済を考えてみませんか。 

③ 『ミカンの味』 

チョ･ナムジュ 著/矢島暁子 訳/朝日新聞出版 

2021年4月発行 

 『82年生まれ、キム・ジヨン』（2016）の著者

チョ・ナムジュの最新作。大人の都合によって

生活環境が左右される子どもたちの心情を

複雑に描いています。 

 中学生・高校生の頃に感じた友人たちとの

複雑な距離感や、親に行動範囲を制限され

る不自由さなど、読み手の青春時代の記憶

と交差する物語です。どれほどの大人が子どもたちの意

思を認識し、彼らの思いを尊重できているのでしょうか。 

④ 『見えない妊娠クライシス』 
誰にも言えない妊娠に悩む女性を社会で支える 

 佐藤拓代編 著/松岡典子･赤尾さく美･姜恩和･床谷文雄 著 

  かもがわ出版/2021年3月発行 

 妊娠した女性を孤立させないための環境整備

が重要だと指摘します。それは、妊娠すれば、妊

娠した女性の自己責任であると認識する社会へ

の問題提起です。妊娠が発覚した時、今後の自ら

の選択を安心して相談することのできる窓口は

必要です。 

 乳児の生後０日で死亡する事象をなくそうと、妊娠が妊娠し

た女性だけの問題ではないという気づきを読者へ与えます。

妊娠した女性たちのあらゆる不安や葛藤に、社会はどう寄り添

い支援することが可能なのでしょうか。 

 

期間：令和３年６月２３日(水)～６月２９日(火) 

★市では、この期間中、なは女

性センターにて、パネル展示を

行います。ジェンダーギャップ指

数(GGI)１５6ヵ国中１２０位の

日本の現状や沖縄県や那覇市

における家庭や職場での男女

の状況等をわかりやすく展示し

ます。 

期間：６月21日(月) 

   ～７月３日(土) 
６月２３日(水)・２7日(日)は休館日 

お問合せ先：沖縄弁護士会 TEL:098-865-3737 

主催：沖縄弁護士会・日本弁護士連合会 

 女性に対する暴力（ドメスティック･バイオレンス、ストーカー、

セクシュアル･ハラスメント）や離婚に関する諸問題、職場にお

ける差別、同性婚に関することなど、女性の権利一般に関する

無料電話相談を実施します。これらの問題に詳しい弁護士が、

対処の方法や正しい法律知識を提供し適切なアドバイスを行

います。お気軽にご相談ください。 

6月25日 (金） 午前10時～午後２時  

養育費ってどのくらい

もらえるの？ 

離婚するには
どうしたら… 

夫の暴力から逃げたい 

職場に性差別がある 
ストーカー被害に
あっている 

私もセクハラ被害を受けた 

▲令和3年（2021）年度
ポスター 

訂正とお詫び 
 なは女性センターだより302号の「ジェンダー・ギャップ指数2021

ランキング」の「153か国中120位」は、156か国中120位の誤りで

した。訂正してお詫びいたします。 



●ゆいレール「古島駅」から徒歩７分 ･ 「おもろまち駅」から徒歩20分 

●路線バス ★なは市民協働プラザ前バス停  10 牧志新都心線  

            ★銘苅一丁目バス停  8首里城下町線  徒歩3分   

  ［国道330号側］ ★興南高校前バス停  ★真嘉比バス停 徒歩７分 

  ［県道82号側］   ★古島バス停  徒歩７分 

性の多様性に関する相談 

 あなたが「自分らしい生き方」を自らの意思で選択でき

るように、一緒に考えます。どなたでもご相談ください。 

｢ ス ト ッ プ ･ D V ｣ 情 報 提 供  

 相談室｢ダイヤルうない｣では、ドメスティック･ 

バイオレンス(DV)で悩む方を支援するための情報

提供を行っています。詳しくは相談室｢ダイヤル

うない｣へお問い合わせください。 

Ｆａｃｅｂｏｏｋ ホームページ 

● 電話相談 

● 面接相談（女性のみ・要予約） 

● 法律相談（女性のみ・予約制）  

 周囲に話せる人がいない、自分の気持ちをわかって

もらえない。そんな時、｢ダイヤルうない｣を利用して

みませんか。生きがい、家庭の問題など、女性の抱え

る様々な相談に応じ、自分の意思で人生を選択するた

めに情報提供し、サポートします。 

メール 

那 覇 市 パ ー ト ナ ー シ ッ プ 登 録 

「那覇市パートナーシップ登録」は、戸籍上の性別が同
じである２人の申請に基づき、市長が両者をパートナー
シップ関係にあると認めた場合、その関係について登録
簿へ登録し、証明書を交付するものです。 

■｢性の多様性を尊重する都市･なは｣宣言(レインボーなは宣言）の理

念に基づく取組です。登録によって何らかの法律上の効果(婚姻、

相続、税金の控除など)が生じるものではありません。 

■お問い合わせ・申請の予約■ 

 ０９８－９５１－３２０３ 

◆月～金：午前9時～午後5時 
＊祝日、慰霊の日(6/23)、年末年始を除く 

 

2021年６月15日現在 
３４ 

｢なは市民協働プラザ｣の地下駐車場と消防局隣の｢ナハメカル

パーキング｣は有料です。センター利用者は、料金の一部が

免除されますので｢駐車券｣を事務室にお持ちください。 

駐車場のご利用について 

☆なは女性センター利用者の一部免除料金 

最初の２時間まで 100円 

最初の２時間を超え１時間までごとに 100円 

※利用時間に１時間に満たない端数があるときは、 

 その端数を1時間として計算する。 

開館時間                          休館日 

月～金：午前９時～午後９時   年末年始 （12/29～1/3） 

土曜日：午前９時～午後５時   日曜日･祝日･慰霊の日（6/23） 

◆なは女性センター講座について 

＊受講希望の講座は、なは女性センター窓口、電話、FAX、Eメールで 

  お申し込みください。また手話通訳、一時保育(現在休止中)の利用は、 

  那覇市在住･在勤･在学の方が対象です。(事前予約が必要） 

那 覇 市 銘 苅 2-3-1（な は 市 民 協 働 プ ラ ザ 1F  A コ ア）  

TEL．０９８－９５１－３２０３  FAX．０９８－９５１－３２０４ 
E m a i l ： s - h e i d a n 0 0 2 @ c i t y . n a h a . l g . j p  

お
問
合
せ 

 

 性暴力の被害にあわれた方の意思を尊重しながら、医療的支援を

含めた必要な支援を行っています。２４時間３６５日体制で相談を受け

付けていますので、いつでも相談できます。 

＃8891  
はやくワンストップ 

24時間365日 

｢交流の場がほしい｣｢当事者と知り合いたい｣｢性の多様性につい

て語りたい｣といった声から生まれた、誰でも参加できる交流会

です。みんなが安心して語り合える場所作りを目指します。 

開催日：日程が決まりしだいお知らせいたします 
主催：市民団体てぃーだあみ 

問 合 せ 先 ： t i i d a a m i . o k i n a w a @ g m a i l . c o m 

※｢レインボー交流会okinawa｣で検索すると、フェイスブック

で最新情報を確認できます。 

→ https://www.facebook.com/rainbow.okinawa/ 


